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■20２４ 新年のごあいさつ 

■所得税確定申告個別相談日程 

■「元気塾」開催 

■デジタル・DX推進セミナー開催 

■共済加入事業所・会員事業所親睦ボウリング大会 

■税務署よりお知らせ 

 ～商工会議所が未来を変える！～ 小野田商工会議所 

URL: https://www.onoda-cci.or.jp 

 

謹

賀

新

年

 

Ｔ 

The Onoda Chamber of Commerce and Industry News 

小 野 田 商 工 会 議 所 会 報 

№

Ｏ Ｐ Ｉ Ｃ Ｓ 

 

■高泊神社（山陽小野田市西高泊 1759） 

 



小野田商工会議所 1月の予定 

1月 (元日) 

2 火  

3 水  

4 木  

5 金  

6 土  

7 日  

8 月 (成人の日) 

9火 年末調整個別相談（９時） 

10 水 
年末調整個別相談(９時)/法律相談(１４時) 
（青年部）県青連会員大会引受準備会議（１９時） 

11木 年末調整個別相談（９時）/創業相談(１３時半) 
ＤＸ推進委員会(１３時半) 

12 金  

13 土  

14 日  

15 月 
ＩＴ相談(９時) 
山口東京理科大学連携委員会（１４時） 

16 火 創業相談(１３時半)/青年部役員会（１９時） 

17 水 創業相談(９時) 
経営セミナー「生産性爆上げ！」(１８時) 

18 木 法律相談(１４時) 

19金  

20土  

21日  

22月 記帳税務相談（１３時） 

23火 青年部１月例会(１９時)/正副委員長会議（１６時） 

24水 建設部会幹事会(１０時) 

25木 経営相談(１３時半)/経営セミナー「労務管理のデ
ジタル化の進め方」（１４時） 

26金 創業相談(１３時半) 

27土  

28日  

29月  

30火 労務相談(１３時半) 

31水 創業相談(９時)/総務委員会（１０時半） 

～ 今 月 の 表 紙 ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【高泊神社】 

 高泊神社には、大綿津見命、市杵島姫命を主

神とし、相殿に倉稲魂命が祀られています。 

約１７００余年の昔、神功皇后が御渡韓の折、今

の神殿のある孤島に、海の守護神大綿津見命を

鎮斎して海上安全を祈願されたので、小祠を建

てて八大竜王とあがめ、島を竜王島と云ったと

古くから云い伝えられています。 

寛文８年(１６６８年)藩主毛利綱廣が高泊御開

作御築造に当り、安芸国厳島より市杵島姫命（開

運、交通安全の神様）の御分霊を迎え合祀、毛利

家より神殿神具一切を寄進され社名を厳島竜王

社としました。間もなく五穀豊饒、生活生産の神、

倉稲魂命が勧請され相殿に配されました。 

明治３年に二柱神社に改称され、大正６年高泊

御開作の２５０年大祭にあたり「高泊神社」に改称

されました。また、境内西北には、大宰府天満宮

より勧請された高泊天満宮があります。境内敷

地内には珍しい狛犬（子持ち、玉乗り）や亀の形

をした岩等がある事でも有名です。 

カレンダー内の個別相談について 
個別相談は、1月 22日の「記帳税務相談」以
外は事前予約が必要です。 
ご予約等は当所にお問合せ下さい。 

所得税・消費税確定申告 

個別相談会のご案内 
完全予約制にて行います。必ず事前にご連絡下

さい。(詳細は折込チラシをご覧下さい。) 

申込多数の時間枠が発生した場合は、日程調整

させていただく場合があります 

◎相談日程 （相談時間 ９時～１６時） 

２月１９日（月） 坂元耕樹税理士 

２月２２日（木） 棟近 潔税理士 

２月２６日（月） 堀 英俊税理士 

２月２７日（火） 村田治子税理士 

２月２９日（木） 梅本 修税理士 

３月１日（金） 籔本英弘税理士 

３月４日（月） 

棟近 潔税理士・山縣敏郎税理士 

３月５日（火）  

坂元耕樹税理士・畑 史善税理士 

予約・お問合せは小野田商工会議所まで 

 

 



 

あけまして 

おめでとうございます。 

 

みなさまにおかれましては、お健やかに新春

をお迎えすることと心からお慶び申し上げま

す。 

また、平素から商工会議所の諸活動につきま

して、ご支援とご協力を賜り重ねてお礼を申し

上げます。 

２０２０年初頭から、新型コロナウイルス感

染症が世界規模で蔓延し、ようやく昨年５月に

５類感染症に移行いたしました。 

この間外出の自粛要請や就業制限など、いろ

いろな形での「新しい生活様式」が浸透してき

ました。今までに経験したことのない新型コロ

ナによる影響は、飲食業だけでなく各業種に計

り知れない売り上げの減少をもたらしました。

さらには、原油をはじめ原材料価格の高騰や、

円安の進行などが内外経済に与える影響で、先

行き不透明な状況が続いていると思っており

ます。 

また、人口減少や少子高齢化、人手不足、エ

ネルギー問題、さらには加速するデジタル化の

対応など構造的課題に小野田商工会議所とし

て、地域の第一線で活躍する会員企業の皆さま

とともに、こうした課題や変化をタイムリーに

察知し、私たち商工会議所自らも変化に対応で

きる強い足腰を鍛えて、スピード感をもって各

種課題に全力で取り組んでまいります。 

今年４月に新しい建物が完成し、小野田商工

会議所は２階に入居いたします。これを大きな

変革の機会と捉え、会員の皆さま、これから起

業をされようとしている方などが、気軽に来ら

れるような雰囲気、そして機能を整え敷居の低

い会議所にしたいと思っています。その一つに、

起業したいと思っている方が、起業セミナーや

各種セミナーを受講し、専門的知識を持った会

議所経営指導員や、税理士、公認会計士、弁護

士などの専門家の個別相談、そして金融機関と

の融資相談などがワンストップで行うことが

できる施設を目指していきます。また、経営相

談など各種相談業務を継続して、「伴走型支援」

を積極的に取り組み、時代のニーズにあわせた

広角的な支援を行ってまいります。 

「信頼され、役に立ち、親しみやすい、満足

される商工会議所」を目指して、役職員一丸と

なって、邁進してまいる所存でありますので、

皆さま方のより一層のご支援、ご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

終わりに、皆さま方のご健勝とご繁栄をご祈

念申し上げまして、新年のごあいさつといたし

ます。 

 

 

新年のごあいさつ   小野田商工会議所 会頭 藤 田 敏 彦 



 

 

 

 
新年明けましておめ

でとうございます。 
平素より青年部の活

動に多大なるご理解と
ご支援を賜り、厚く御礼
申し上げます。 

コロナコロナと騒がれて早 4 年という月日
が経ち、ようやく制限のない生活が戻り、経済
活動・社会活動も活発に行われるようになりま
した。会長就任直後はまだ感染症分類も 2類相
当のままでしたが、5類に移行してからの社会
の急速な変わり様には驚かされるものがあり
ました。 
私たち青年部も感染症防止対策には気を配

りながら、積極的に例会や事業を企画運営し研
鑽と交流を重ねてきたところです。 
今年度は「共尊共栄～共に歩もう！光り輝く

未来へ～」というスローガンを掲げ、これまで
の伝統を引き継ぎながら新しいことにも果敢
に挑戦しています。 
ただ新しいことに取り組むということでは

なく、お互いが敬い助け合いながらわたしたち
の街の未来を想い、ヒトとして青年経済人とし
て心豊かに成長していくことを基本理念とし
て活動しています。 
これまでの活動の一部を紹介しますと、主な

事業でもある「おのだ七夕祭り 2023」の企画運
営では、大型ビジョンを導入したり、子供向け
のアトラクションコーナー、市の魅力を PR す
るブース設置や消防車の展示など、関係各所の 
 

 
 
 
新年明けましておめで

とうございます。 
皆様にはご健勝にて新

年をお迎えのことと心よ
りお慶び申し上げます。 

平素より女性会活動にご指導、ご支援を賜わ
り厚く御礼申し上げます。 
昨年は、復活！住吉まつりにバザー出店する

ことから活動が始まり、住吉神社での開催が３
年ぶりということでイベントを盛り上げるべ
く女性会特製ピザを販売し、おかげ様で早々に
完売（240食）することが出来ました。 
県下商工会議所女性会会員大会新南陽大会

に 10名が参加し、「なぜ社会にダイバーシティ
が必要なのか」を学び、国指定重要無形民俗文
化財の三作神楽の舞に感動しました。 
第 36 回中国地方商工会議所女性会連合会児

島大会がせとうち児島ホテルにて開催され当
会から４名が参加しました。 
おのだ七夕まつり 2023には当日のステージ 

 

 

 

 

 
ご協力を得ながら新しい取り組みも行いまし
た。 
また、同月に「願いが叶う街プロジェクト」

と題して、小学生を対象としたロボット組み立
て体験を山口東京理科大学の協力のもと成功
裏に終えることができました。街の魅力を創る
一助となる活動になったのではないかと思い
ます。 
11 月に山陽小野田市への興味関心や将来的

な定住者の増加を目指して企画した出逢いの
機会創出事業「AUTUMN LOVE FESTA!」では過去
最高のカップル数を成立させるなど、着実に結
果も残してきております。 
さらに、我々青年部そのものの組織拡大・組

織力強化にも力を入れ、私たちの理念を共有し
共に活動してくれるメンバーが増え、50 名を
超える団体となりました。この勢いのまま、驕
ることなく今年度残り 3 か月しっかりと活動
していきたいと思います。 
この 3 か月には今年度の集大成となる重要

な事業が控えています。経営者としての大事な
ことを学び、この街の未来を共に創り歩んでい
く仲間たちと語らい、お互いが尊敬しあい一人
の人間として心の成長を促す事業を予定して
います。 
これからの青年部の活動に期待していただ

くと同時に、皆々様のより一層のお力添えを賜
りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。 
 
 
 
 
 

裏スタッフとして参加し、七夕笹飾り製作で会 
場を彩りお祭りは大変盛り上りました。 
全国大会新潟大会には残念ながら不参加。女

性会独自の地域活動はなかなか前へ進めて行
けていません。お話を聞いたり、見学させてい
ただいたりと、どうすれば女性会らしい活動に
なるかを模索中です。しっかりと考えていきた
いと思っています。 
今期は私ごとで、皆様に大変ご迷惑をおかけ

致しました。お世話になりありがとうざいまし
た。皆様方に支えていただき、活動出来ました
こと、さすが女性会ととても嬉しく感謝しても
しきれない程です。 
今後とも、女性ならではの「笑顔で元気な女

性会」そして、感性、実行力、女性の力を発揮
して、楽しく和やかに活動して参りたいと思い
ます。皆様の一層のお力添えを賜わりますよう
お願い申し上げますと共に、皆様のご多幸と
益々のご繁栄をお祈り申し上げまして、新年の
ご挨拶とさせていただきます。 

 

小野田商工会議所青年部 会長 渡邊 和憲 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野田商工会議所女性会 会長 松島由紀子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

去る１１月２８日(火)１８時より、山陽小野

田市民館第１講義室にて、デジタル化の活用を

テーマに講習会を開催し９人が参加しました。 

講師には、合同会社 hanawo 代表社員 俵紗

弥佳氏をお招きし、お話を頂いた。 

俵氏は、福岡県出身、現在は山口県山口市

在住。2018年よりHP作成、SNSの運用を開始。 

現在は企業、団体、法人様のSNSアカウント運

用について、課題の解決や目標達成のサポー

トをしている。初心者から企業まで、幅広い

層に向けたSNS活用について講習会を開催。 

2022年4月より山口県よろず支援拠点のコーデ

ィネーターとして、事業者様のお悩み解決に

取り組んでいる。 

講習会では、スマホ１台からできる情報発

信について、最近のSNS事情や特徴を、事例を     

交えてわかりやすく解説頂いた。 

現在、小規模事業者では、原油高や物価高な

ど依然として厳しい経営環境が続いている。 

飲食、小売、サービス業では、消費拡大に向

けた取り組みとして情報の発信による販路開

拓や顧客確保が求められている。 

 

 

日本の SNS 利用者の普及率をはじめ、SNS と

他の媒体の違い、SNS 活用の目的、SNS のユー

ザー数、年代別利用率など各 SNSの特徴につい

て学んだ。 

 受講者は、「フォロワーを増やすためのハッ

シュタグの構成や選び方」、「フォロワーが増え

たタイミングの投稿を把握しておくこと」、「ど

んな投稿が人気なのか」など、なかなか聞くこ

とのできない俵氏の熱のこもったメッセージ

に真剣に耳を傾けていた。 

 受講者には、事業の再構築を検討している者、

「起業塾」を受講した新たに創業を予定してい

る者など様々な方が参加した。 

 最後に俵氏から SNSを運用する上で目的や流

れをしっかり理解することが重要で、各 SNSの

特徴やターゲットを選定することで「目的や誰

に対して届けるのか」を整理する必要があるこ

とを話された。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

講師 俵 紗弥佳 氏 

合同会社 hanawo 代表社員 

   

会議所の動き 

講習会の様子 

 

 
講習会の様子 

◆ 令和５年度 地域総合活性化事業・小規模企業需要創出事業 

「元気塾」講習会を開催 
令和５年１１月２８日(火)  

スマホ１台からできる情報発信 ～インスタグラムの活用について～ 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

去る１２月８日(金)１４時より、山陽小野田

市民館第１講義室にて、デジタル・DX推進セミ

ナーを開催し７人が参加した。 

講師には、㈱データ・キュービック代表取締

役 多賀本悠介氏をお招きし、お話頂いた。 

多賀本氏は、２００６年４月山口銀行に入行

し、支店にて融資業務を経験したのちに、シス

テム部に異動。社内のグループウェアを

Microsoft３６５に移行し、DX推進に取り組む。 

２０２０年６月よりデータ・キュービックに異

動し、地域事業者様の DX推進のご支援に尽力。 

２０２３年４月代表取締役に就任。 

本セミナーは、地域事業者がデジタルを活用

した業務効率化・労働生産性の向上・顧客視点

のサービス開発など実践に繋げることを目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とした内容で、事例紹介や DX 成功のポイント

等について説明された。 

具体的な内容としてインボイス制度・電子帳

簿保存法への対応や Teamsツールの実演が行わ

れた。 

 地域事業者の事例では、顧客・営業管理業務

のクラウド化によるデータ活用など Excelでの

電子化による売上管理や見積書、発注書、納品

書、請求書等も自動で作成でき活用されている

ことを紹介された。 

 受講者からは、「自社のデジタル化の推進を

する上での参考となった」「自社の業務課題に

気付いた」といった声があり、有意義なセミナ

ーとなった。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

講師 多賀本悠介 氏 

株式会社データ・キュービック代表取締役 

   

会議所の動き 

講習会の様子 

 

 

◆ 令和５年１２月８日(金)  

中小企業向けにデジタル・DX推進セミナーを開催 

～地域事業者の DX事例を学び、労働生産性向上を図る～ 

 

小規模事業者経営改善資金（マル経資金） 
【利用できる方】 

・常時使用する従業員が５人以下の商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）、２０人以下の製造業、建設業他 

・商工会議所地区内で１年以上事業を営んでおり、所得を申告している。 

・原則として６ヶ月以前から商工会議所の経営指導を受けており、経営内容が明らかである。 

・納付すべき税金をすべて完納している。 

 

◎対象資金 運転資金、設備資金     ◎融資限度額 ２,０００万円 

◎返済期間 運転資金７年以内／設備資金１０年以内 

◎利率 １.20％ 令和５年１２月１日現在 （利率は経済情勢により変わります） 
◎担保・保証人 不要 

※詳しくは、小野田商工会議所までお問合せ下さい（℡ 0836-84-4111）   

 



 

去る１２月１４日（木）ユーズボウル宇部（宇部

市妻崎開作）において、第２９回小野田商工会議所

会員事業所・共済加入事業所親睦ボウリング大会を

開催した。 

当日は、１６チーム総勢６４人の参加者で大いに

盛り上がった。 

団体戦は４人１チームで２ゲームの総得点で争

われ、富士運輸Ｂチームが１，１６８点で２連覇中

の三共印刷チームを僅差で上回り優勝した。その他

結果は次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２９回当所会員事業所・共済加入事業所 親睦ボウリング大会開催 

団体優勝は富士運輸 B チーム 

◎団体の部 

優勝 富士運輸㈱Ｂチーム 1,168点 

準優勝 ㈲三共印刷 1,152点 

３位 ㈱エム・ビー・オーシステムＡチーム 1,097点 

 

◎個人の部（敬称略） 

優勝 秋山哲章 ３４５点 富士運輸㈱Ｂチーム 

準優勝 佐々木栄作 ３３５点 ㈲三共印刷 

３位 古泉貴士 ３２９点 ㈱エム・ビー・オーシステムＢチーム 

４位 齊藤孝将 ３２３点 富士商㈱Ｃチーム 

５位 村上 徹 ３１９点 太陽産業㈱ 

ハイゲーム 佐々木栄作 ２１１点 ㈲三共印刷 

 

 

優勝した富士運輸 Bチーム 

会議所新入会員のご紹介 ご入会ありがとうございました 

※令和 5年 10月以降ご加入された方で、情報掲載にご了解いただいた方のみ掲載しております。 

事業所名 代表者 所在地 業種（事業内容） 

㈱サードチャレンジ 岡本昭宏 日の出 3-12-7 障害福祉事業 

㈱GCC Japan 山口支社 安井 聰 稲荷町 12-5 
ISO、SDGs 審査、コンサル
タント、内部監査教育 

Bakery B-load. 松原 凌 西高泊 1185-1 パンの製造・販売 

 
上記以外に掲載不要希望の事業所が 1件入会されています。 

 

手頃な掛金で安心保障！ 
こくみん共済 coop 〈全労済〉 「住まいる共済」 
 

火災共済に自然災害共済をプラスして加

入すれば、風水害等による被害にも備えら

れ安心です。 

非営利組織の共済制度のため、低廉な掛

金で火災・落雷・台風から盗難まで幅広く保

障。あなたの住宅と家財を守ります。 

●「住まいる共済」安心保障３つのポイント 

①７０％以上の焼破損でも全焼扱い 

②臨時費用として共済金額の１５％をプラスしてお支払い 

③「再取得価額」で保障します。  

 

※ 掛金のご希望に応じてご加入いただけますので、お気軽 

にご相談下さい。 

 

 
本制度についてのお問い合わせは、小野田商工会議所まで （℡ 0836-84-4111） 

 



 

問合せ先：山陽小野田市立山口東京理科大学 研究推進課 Tel:0836-88-4533 

の研究を紹介します！ 

会報の紙面をお借りして、山口東京理科大学の研究

を紹介いたします。ここで紹介する事例をはじめ、本

学の研究成果や技術にご興味がありましたら、研究

推進課へおたずねください。 

自然の知性を活用したソフトウェアの品質保証 

工学部 数理情報科学科 教授 熊澤 努 

私の研究対象はソフトウェアです．中でも，ソフトウェアでものづくりをする際にエンジニアが

使う開発技術，特に品質保証技術に興味を持っています．工業製品と同じように，ソフトウェア

は多くの開発工程を経て世に出ていきます．しかしながら，工程を経る中で重大な不具合や誤り

がソフトウェアに埋め込まれることがあるかもしれません．そこで，品質保証工程では，ソフト

ウェアを分析して，人目では発見の難しい不具合を見つけ出す検査技術が求められます． 私たち

の研究は，ソフトウェアの挙動を調べて不適切な動作を自動的に見つけて，不具合として人間に

報告する技術の開発です．不具合をうまく見つけるには，ソフトウェアの動きをできる限り無駄

なく調べあげることが必要ですが，そのためには，不具合に関係ありそうな動きの調査を先に集

中的に行い，関係なさそうな動きの調査は後回しにする，といった工夫をどのようにして実現す

るかがカギになります．いま述べた工夫点は，自然界の生物が得意とするところです．そこで，

私たちは生物の群れが行う集団行動に着目し，検査に活用する取り組みを行っています．下の図

のように，コンピュータ上でアリや鳥の群れを擬似的に再現してシミュレーションを行います．

シミュレーションは検査に特化していて，群れの構成員である個々のアリや鳥は繰り返し不具合

を調査します．さらに，構成員同士が情報交換を行うことで，群れ全体としては無駄な調査を避

けるように制御します．この群れの特性を生かす技術は群知能と呼ばれ，人工知能の分野で長く

研究が行われてきました．私たちはこれまでの研究で，構成員の動きに変化をつけることで検査

の停滞を打開する技術などを開発してきました．現在は，群れの数を増やしたり，不具合発見の

ノウハウをうまく取り入れるたりすることで，さらに検査の無駄をなくす技術の開発に取り組ん

でいます． 

 

【キーワード】ソフトウェア工学，群知能 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

事業主の皆様へ 

年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに取り

組みましょう。 

働き方・休み方の改善をこれからも継続的に行

うためには、計画的な業務運営や休暇の分散化に

も資する年次有給休暇の計画的付与制度や、労働

者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に

資する時間単位の年次有給休暇の活用が効果的

です。 

労使一体となって年次有給休暇を上手に活用す

るために、この年末年始に向けて導入をご検討下

さい。 

詳しくは、「年次有給休暇取得促進特設サイト」

をご覧いただくか、山口労働局雇用環境・均等室に

お問合せ下さい。 

 【山口労働局雇用環境・均等室 083-995-0390】 
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●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入し

ましょう。 

●年次有給休暇付与計画表による個人別付与

方式を活用すれば休暇の分散化にもつながり

ます。 


